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っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
尾
根
の
一
つ
、
河
合
か
ら
辻
堂
山
を
結
ぶ
稜
線
を
歩
い
た
。
辻
堂
山
か
　

　
　
　
ら
は
、
林
道
奥
玉
線
に
向
か
っ
て
下
る
。
河
合
ま
で
帰
る
の
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
国
道
を
ひ
た

す
ら
延
々
と
歩
く
の
は
ち
ょ
っ
と
退
屈
な
の
で
、
ゴ
ー
ル
地
点
に
自
転
車
を
置
い
て
お
き
、
下
山
後
は
自

転
車
で
シ
ュ
ー
っ
と
帰
れ
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
い
た
。現
在
休
業
中
ホ
テ
ル
の
裏
に
あ
る「
カ
モ
シ
カ
園
」

が
ス
タ
ー
ト
地
点
。
ホ
テ
ル
の
裏
山
を
周
回
で
き
る
コ
ー
ス
が
あ
り
、
途
中
に
展
望
台
な
ど
も
あ
る
が
、

今
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
雑
木
が
大
き
く
な
っ
て
展
望
が
狭
く
な
っ
て
い
る
の
が
ち
ょ
っ
と
残
念
。

周
回
コ
ー
ス
か
ら
逸
れ
て
、
ひ
た
す
ら
に
尾
根
沿
い
に
上
が
っ
て
い
く
と
、
小
橡
の
集
落
を
俯
瞰
で
き
る

と
こ
ろ
に
出
た
。
進
行
方
向
の
右
手
は
、
か
な
り
切
り
立
っ
た
岩
壁
な
の
で
通
過
す
る
の
に
要
注
意
。
尾

根
上
に
防
鹿
柵
が
あ
り
、
通
行
し
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
ぼ
ち
ぼ
ち
と
高
度
を
上
げ
て
い
く
。
林
道
辻

堂
線
と
合
流
す
る
少
し
手
前
に
、
存
在
感
た
っ
ぷ
り
の
大
木
が
あ
り
、
そ
の
足
元
に
は
お
地
蔵
様
の
祠
と

石
の
道
標
が
あ
っ
た
。「
右
　
に
し
の
村
　
左
　
川
合
」
と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
川
上
村
方
面

か
ら
来
る
人
の
た
め
の
道
標
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
道
標
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
昔
か
ら
こ
の
尾
根

は
人
々
が
往
来
し
て
い
た
と
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
、
尾
根
沿

い
に
林
道
辻
堂
線
が
通
っ
て
い
る
け
ど
、
尾
根
の
道
は
割
と
明
瞭
で
歩
き
や
す
い
し
、
大
峯
が
よ
く
見
え

る
い
い
ル
ー
ト
。
辻
堂
山
付
近
は
、
自
然
林
で
雰
囲
気
の
良
い
ル
ー
ト
な
の
で
、
林
道
を
使
っ
て
車
で
配

送
す
る
な
ど
す
れ
ば
、
上
北
山
村
拠
点
の
山
歩
き
コ
ー
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

かみきた山歩記 -010

河合～辻堂山
（1308.9ｍ）

さんぽき

ず

1︓遊歩道の東屋からは
河合の集落が見える
2︓北山宮正面の岩壁
の上から小橡の集落を眺
める
3︓大栂山の稜線の向こ
うに、 雪をかぶった大峯

雪をまとった大普賢岳。 下田の集落付近の植林伐採地上部からの眺め。
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辻堂山から奥玉林道へ下るときに見えた大普賢岳
見る角度が変わると、 同じ山でもいろんな形に見える
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【編集後記】

＊小谷雅美協力隊員の山行記録は、ブログでも読めます

　「山へ散歩いこう」で検索してみてください☆

ぼちぼち梅雨に突入して、思うように山歩きできない日もあるけれど、上北山村での山歩

きはどちらかというとルート探索が多いので、まぁ雨でも問題ない。ただ、ブトや蜂は嫌

なので、何かいい対策知ってる方、ぜひ教えていただきたいです☆

6︓辻堂山のピークに向かう最後の上り。 このころはすっかり疲れており、
亀より遅いノロノロ歩きであった。 7︓辻堂山から作業道沿いに下ってい
く。 広々して気持ち良いところだが、 奥玉林道へ下る道が未知のエリア
だったのでのんびりせず先を急いだ

4︓尾根を歩いてい
ると、 結構しっかりと
した木造の小屋が
あった。 入り口には
「電源開発株式会
社 ・西原水位観測
局」と書いてあったが、
なにの水位を観測し
ていたんだろう︖
5︓道しるべの大木
の脇には、 お地蔵様
の祠と石で掘られた
道標が。 「右　にしの
村　左　川合」 と書
かれていた
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道の駅上北山

三角点　小橡

国道 169 号線

木和田
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